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不
ふ ろ う ば し

老橋
10代藩主・徳川治宝（はると
み）の命により作られたアーチ
型の石橋。市の指定文化財と
なっている。

ちょっと日常を離れたい。
そんな時は加太の海と美味しい食事でパワーチャージ！
　和歌山市郊外にある加太は、万葉の時代から潟

か た み
見の浦と詠まれた景勝地で、鯛

の一本釣りと夕日の美しさが有名な土地です。
　友ヶ島同様に砲台跡を巡るハイキングコースとして、深

み や ま
山砲台跡もおすすめ！ 緑の

中にある古いれんが造りの遺跡は、どこか神秘的かつ重厚な雰囲気に包まれていま
す。緑を抜け展望台へ行くと、今度は淡路島を含む紀淡海峡の絶景を眺める事が
でき、眼下に広がる穏やかで雄大な風景は、思わず息をのむほど美しい。
 また加太には美味しい食べ物もいっぱい。地元で捕れる鯛をはじめとする新鮮な
海の幸を堪能できます。休暇村では美味しいだけではなくユニークな名前の食事も
用意され、訪れる人を楽しませてくれます。「加太は元気のある若手により勢いの
あるまちです。でも加太だけではなく市全体が元気にならなければ意味がありませ
ん。市が一丸となり全体が盛り上がっていければいいなと思います」（義本さん）

和歌山市

「景色の美しさや食事の美味しさ

だけではなく『コレってオモロイ

ね！』って思ってもらえるものを＋α

で提供したいんです。訪れる人にワ

クワクしてもらいたい！」と休暇村 

紀州加太 義本さん。

鯛ラーメン
鯛の骨から取ったスープは、あっさりしつつも
深い旨みを堪能できる逸品。

よもぎ餅
食べると口の中いっ
ぱいに加太の天然
よもぎの香りが広が
り、甘さ控えめな餡
と柔らかなお餅が相
まって何個でも食べ
られる美味しさ。

『2012和歌山の
味匠（たくみ）』に

選ばれました

加
か だ

太

和
わ か う ら

歌浦・雑
さ い か ざ き

賀崎

ご当地グルメ

友
ともがしま

ヶ島
加太港から定期船で約20分で行ける自然の宝庫。
砲台跡を巡るハイキングコースが人気。

貴志川線

和歌山駅
貴志川線のりばがある9番ホームへ続く階
段には、たま駅長のイラストや沿線の紹介
がいっぱい。

森林公園
圧倒されるほどの恐竜
オブジェはまさに実物
大！ 別名「恐竜公園」。
公園の頂上からは、美
しい加太の海景色を
見渡すことができる。

和歌山駅

伊太祈曽駅

梅干し・グリーンソフト・和歌山
ラーメン（「早寿司（はやずし）」と
一緒に食べるのが地元流）・和歌
山ジンジャーエール

淡
あわしま

嶋神社
「女性のための神様」として広く信仰されて
いる。境内には全国から奉納された人形が
ぎっしり。毎年3月3日の雛祭りに開催さ
れる雛流しは全国的にも有名。

和歌山城
市の中心部にある虎伏山（とらふすやま）にそびえる白亜の天守
閣が印象的な紀州藩徳川家の居城。西の丸広場と二の丸庭園を
結ぶ「御橋廊下（おはしろうか）」は全国的にも珍しい斜めに架か
る廊下橋。

番
ばんどこていえん

所庭園
「番所ノ鼻」と呼ばれた見張り番
所跡。万葉ゆかりの地。

夕日スポット
雑賀崎展望台からの美しい眺め！

⇅至 大阪
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行
政
や
鉄
道
会
社
を
動
か
し
た

住
民
の
本
気
の
熱
意

J
R
和
歌
山
駅
の
9
番
ホ
ー
ム
に
“
い
ち

ご
〟
や
“
猫
〟
が
び
っ
し
り
描
か
れ
た
、
ひ

と
き
わ
目
を
引
く
車
両
が
止
ま
っ
て
い
る
。

思
わ
ず
足
を
止
め
た
く
な
る
ユ
ニ
ー
ク
な
車

両
を
運
行
し
て
い
る
の
が
、
和
歌
山
電で
ん
て
つ鐵

貴き
し
が
わ

志
川
線
だ
。

貴
志
川
線
は
元
々
別
の
事
業
者
が
運
営
し

て
い
た
が
、
平
成
15
年
経
営
難
を
理
由
に
廃

線
検
討
が
発
表
さ
れ
た
。
沿
線
住
民
に
と
っ

て
は
唯
一
の
公
共
交
通
機
関
で
あ
っ
た
た

め
、
突
然
の
発
表
に
「
通
勤
や
通
学
の
手
段

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
大
変
な
危
機
感

に
襲
わ
れ
た
と
い
う
。
そ
ん
な
絶
望
的
な
状

況
の
中
「
住
民
の
声
を
届
け
た
い
」
と
立
ち

上
が
っ
た
の
が
、
当
時
団
地
の
区
長
（
自
治

会
長
）
で
現
在
「
貴
志
川
線
の
未
来
を
“
つ

く
る
〟
会
」
代
表
の
濵は
ま
ぐ
ち口
さ
ん
で
あ
る
。

当
初
数
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
有
志
の
会
も
、

鉄
道
存
続
に
向
け
た
濵
口
さ
ん
ら
の
熱
心
な

活
動
に
よ
り
、
会
員
数
も
6 

4 

0 

0
名
を
突

破
、
宣
伝
・
啓
蒙
活
動
の
広
が
り
な
ど
、
目

公
共
交
通
と

地
域
を
支
え
る

“
人
々
の
熱
い
想
い
〟

に
見
え
る
住
民
の
本
気
の
熱
意
に
押
さ
れ
、

厳
し
い
財
政
事
情
を
理
由
に
難
色
を
示
し
て

い
た
行
政
も
財
政
支
援
を
決
断
し
た
。
そ
し

て
同
じ
く
熱
意
に
動
か
さ
れ
運
営
事
業
者
の

公
募
に
応
募
し
た
岡
山
電
気
軌
道
が
、
平
成

17
年
、
後
継
事
業
者
に
決
定
し
、
和
歌
山
電

鐵
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
の
だ
。

日
本
一
心
ゆ
た
か
な

ロ
ー
カ
ル
線
を
目
指
し
て

「
実
際
に
利
用
し
て
い
る
方
の
意
見
を
聞
か

な
い
と
何
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
分
か
ら

な
い
の
で
、
利
用
者
の
方
と
一
緒
に
話
し
合
え

る
場
を
作
り
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
和
歌
山

電
鐵
取
締
役
の
山
木
さ
ん
。
沿
線
の
住
民
団

▲

貴志川線を支える皆さん。
（左から）和歌山電鐵 竹添
さん、貴志川線の未来を“つ
くる”会 濵口さん、和歌山電
鐵 山木さん、麻生さん、和歌
山市 上江さん。「公共交通
の重要性を共感してもらうた
めには、一生懸命働く姿を見
てもらうしかありません。こ
れからも皆さんに喜んでもら
える路線を目指したいです」

（麻生さん）

二タマ駅長
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伊
勢
湾
に
臨
む
海
の
駅
「
み
え
・
か
わ
げ
」

に
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も
っ
て
海
の
楽

し
さ
を
知
り
、
自
然
を
大
切
に
思
う
気
持
ち

を
養
う
た
め
の
〝
海
の
学
舎
〟
が
あ
り
ま
す
。

カ
ヤ
ッ
ク
に
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
干
潟
観
察
や

大
鍋
で
の
パ
エ
リ
ア
作
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
、
そ
し
て
み

ん
な
が
気
持
ち
よ
く
砂
浜
を
利
用
で
き
る
よ

う
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
活
動
時
間
を
必
ず
設

け
て
い
ま
す
。

広
く
一
般
に
開
放
さ
れ
た
施
設
内
に
は
、

海
を
一
望
で
き
る
マ
リ
ン
サ
ロ
ン
や
伊
勢
湾
の

シ
ー
フ
ー
ド
が
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

が
あ
り
、
シ
ー
サ
イ
ド
で
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
を
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

茨城県

■かすみがうら

霞ヶ浦は湖岸の長さ、空の広さ、自転車道の長さ
が日本一！内陸のロングクルーズは、太平洋まで
の土浦－銚子ルート、東京湾までの利根川－江戸
川ルートがおすすめです。天然の「霞ヶ浦温泉」
も湧き出る、マルチな楽しみいっぱいの拠点でお
待ちしています！

スタッフに聞きました！

秋元昭臣さん

老若男女問わず、さまざまな「海」を楽
しんでいただける企画がいっぱいの当
駅では、体験セーリングでスナメリやウ
ミガメに出会ったり、キス・カマス・ハ
マチ・サワラなど季節に応じて旬の魚
が釣れたり、魚場豊富な鳥羽へも約1
時間で到着。年間を通してアングラー
を飽きさせません。手ぶらでご利用い
ただけるバーベキューも人気です！

阪本純子さん

広く市民に開放された
複合マリーナ

三重県

■みえ・かわげ

vol.20 

スタッフに聞きました！

住所	 茨城県土浦市川口2-13-6
電話	 029-822-2437
HP	 http://www.lacusmarina.com/

住所	 三重県津市河芸町東千里854－3
電話	 059-245-5001
HP	 http://www.marina-kawage.co.jp/

自然豊かな環境にある
マリーナ

国
内
第
二
位
の
湖
面
積
を
誇
る
霞
ヶ
浦
。

か
つ
て
は
定
期
航
路
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
や
が
て
時
代
の
流
れ
か
ら
幕
を
下
ろ
し

ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
、「
か
す
み
が
う
ら
」

は
誰
で
も
利
用
で
き
る
施
設
、
誰
で
も
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
大
型
ク
ル
ー

ザ
ー
や
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
体
験
は
も
ち
ろ

ん
、
キ
ャ
ン
プ
や
乗
馬
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

も
用
意
。
地
域
に
開
か
れ
た
マ
ル
チ
な
海
の

駅
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
航

路
復
活
を
望
む
声
に
よ
り
、
期
間
限
定
で
運

航
も
再
開
し
ま
し
た
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
も
い
ち
早
く
取
り
組

み
、
障
が
い
者
の
方
も
高
齢
者
の
方
も
、
誰

も
が
マ
リ
ン
ラ
イ
フ
を
楽
し

め
る
よ
う
整
備
。
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー〝
人
の
や
さ
し
さ
〟

が
あ
ふ
れ
る
海
の
駅
に
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

1 湖は海に比べて安全性が高いので子どもも楽しめる
2 施設内に温泉が湧いていて、気軽に足湯を利用できる。温泉スタンドで購入も可能
3 霞ヶ浦の沖合を快走。10～4月はカモメの群れと触れ合え、冬季のこたつ船もおすすめ

1 環境問題を考えながら干潟の生き物
を観察してみよう
2 みんなの心を一つに！	オールの動きが
合わないとカッターボートは前へ進みま
せん
3 併設された親水公園（写真左手）にも、
多くの方が訪れる

1

2
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体
や
学
校
の
校
長
や
生
徒
会
長
、
商
工
会
等

と
、
自
治
体
、
事
業
者
か
ら
な
る
「
運
営
委

員
会
」を
設
置
し
、利
用
者
の
増
加
や
利
便
性・

満
足
度
ア
ッ
プ
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
っ
た
。
そ
し
て
日
本
一
心
ゆ
た
か
な
ロ
ー
カ

ル
線
を
目
指
し
て
、
住
民
は
駅
美
化
や
集
客

の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
を
行
い
、
行

政
は
地
域
づ
く
り
と
し
て
の
支
援
、
そ
し
て

事
業
者
に
お
い
て
は
社
長
自
ら
が
沿
線
の
実

情
を
把
握
す
る
た
め
に
各
駅
を
歩
い
て
視
察

し
た
と
言
う
。
廃
線
も
検
討
さ
れ
た
貴
志
川

線
が
奇
跡
と
も
い
え
る
存
続
を
果
た
し
た
背

景
に
は
、
こ
う
し
た
住
民
・
行
政
・
事
業
者

の
三
位
一
体
で
の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
の
だ
。

そ
こ
へ
日
本
の
民
営
鉄
道
で
は
初
と
な
る

猫
の
駅
長
、
三
毛
猫
の
「
た
ま
駅
長
」
が
誕

生
。
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
海
外
か
ら
も
旅

行
者
が
押
し
寄
せ
る
ほ
ど
の
人
気
者
と
な
っ

た
「
た
ま
駅
長
」
の
客
招
き
効
果
も
加
わ
り
、

年
間
2
0
0
万
人
を
切
っ
て
い
た
乗
客
数

は
2
2
0
万
人
以
上
に
増
加
。
和
歌
山
電

鐵
は
地
方
鉄
道
の
再
生
モ
デ
ル
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
21
年
に
は
地
域
公
共

交
通
優
良
団
体
国
土
交
通
大
臣
表
彰
も
受
賞

し
た
。

ネ
コ
の
駅
長
！

ネ
コ
の
観
光
特
別
大
使
!!

貴
志
川
線
に
は
「
た
ま
駅
長
」
の
他
に
、

も
う
一
匹
猫
の
駅
長
が
い
る
。
和
歌
山
電
鐵

本
社
が
あ
る
伊い

だ

き

そ

太
祈
曽
駅
の
駅
長「
ニ
タ
マ
」

だ
。当
初
た
ま
駅
長
の
部
下
と
し
て
就
任
し
、

た
ま
駅
長
の
代
行
業
務
な
ど
で
研
修
を
し
て

い
た
が
、
後
に
ニ
タ
マ
ち
ゃ
ん
に
も
正
式
辞

令
が
交
付
さ
れ
、
駅
長
と
な
っ
た
の
だ
。
明

る
く
人
な
つ
こ
い
性
格
の
ニ
タ
マ
駅
長
は
一

躍
人
気
者
と
な
り
、
乗
客
数
等
ア
ッ
プ
の
立

役
者
と
も
な
っ
た
。

さ
ら
に
は
市
の
P
R
に
貢
献
し
て
い
る

と
「
和
歌
山
市
観
光
特
別
大
使
“
ア
ゼ
リ

ニ
ャ
〟」
に
就
任
す
る
な
ど
、
ニ
タ
マ
駅
長

大
活
躍
で
あ
る
。

住
民
の
交
通
手
段
と

元
気
な
ま
ち
の
た
め
に

地
域
公
共
交
通
は
交
通
手
段
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
の
活
性
化
に
も
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
濵
口
さ
ん
は
「
人
の

流
れ
を
作
る
こ
と
が
、
元
気
な
ま
ち
を
つ
く

る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
」
と
話
す
。
実
際
に

貴
志
川
線
沿
線
で
は
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
お
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
や
グ

ル
メ
を
ま
と
め
た
マ
ッ
プ
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル“
た
ま
自
転
車
〟に
乗
っ
て
周
辺
の
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
等
を
探
索
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ

マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
り
と
、
地
域
全
体
で
の

取
り
組
み
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

し
か
し
地
方
鉄
道
を
取
り
巻
く
環
境
は
極

め
て
厳
し
い
の
が
現
状
で
、
貴
志
川
線
を
支

え
る
人
々
は
今
も
変
わ
ら
ず
精
力
的
に
存
続

運
動
を
行
っ
て
い
る
。「
素
晴
ら
し
い
の
が

9
年
経
っ
た
今
で
も
“
つ
く
る
〟
会
の
熱
心

な
取
り
組
み
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
で
す
」（
山

木
さ
ん
）。
市
の
職
員
上う
え
え江
さ
ん
も
「
住
民

も
電
鐵
さ
ん
も
本
当
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
行
政
と
し
て
も
で
き
る
だ
け
の

支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
語
っ
た
。

人
々
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
魅
力
溢
れ
る
貴

志
川
線
。
か
わ
い
い
駅
長
さ
ん
や
ユ
ニ
ー
ク

な
電
車
、
そ
し
て
車
窓
か
ら
の
の
ど
か
な
景

色
を
訪
ね
、
癒
や
さ
れ
て
み
て
は
。

▲和歌山市観光特別大使“アゼリニャ”の
ニタマ駅長
和歌山市の観光キャンペーンスタッフ“ア
ゼリア”（市花「つつじ」の英語名）にちな
み、猫のニタマ駅長は“アゼリニャ”！

地域公共交通優良団体国土交通大臣表彰
地域公共交通に関する取り組みが他地域の模範となるような顕著な功績がある団体を表彰すること
で、優良事例の情報提供等を図ることを目的としたもの。

▲貴志川線の未来を“つくる”会
の取り組み。つくる会の方はいつ
も黄色のジャンパーを着て貴志川
線を支えている。

▼DESIGNED BY EIJI MITOOKA＋DON DESIGN ASSOCIATES
（左から）いちご電車、おもちゃ電車、たま電車。ユニークなのは外装だけ
ではない。それぞれのモチーフが所狭しと散りばめられた車内は、思わず
心がほっこりし、幼少の頃に引き戻してくれるような気分に。

たま駅長は取材後の平成27年6月22日ご逝去され、同年6月28日、最後の辞
令により名誉永久駅長になられました。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。




